
自治体版

情報誌「ALPS」は、ライフプランを構成する
6つの分野を軸に情報をお届けしています。

　人生の長期化、多様化などを背景に、ライフプランの必要性が高まっています。
当協会では、ライフプランにまつわる情報提供を目的に年４回、情報誌「ALPS」
を発行しています。
　本誌では、従来ライフプランを構成する要素として示していた５つの分野に
2022年度より新たに「社会」を加え、「仕事」「家族」「個人」「社会」「家庭経済」
「健康づくり」の 6 つの分野を軸にコーナーを設けています。
　また、広くライフプランに関連する記事として、著名人への INTERVIEW の他、
法律あらかると、TOPICS、コラムなどを掲載しています。当協会からのお知らせ
も随時掲載しています。

※予告内容は、諸事情により変更となる場合があります。

本誌におけるコーナー

CAREER
自律的なキャリア形成が求められる
中、キャリアデザインに関連する記事
を２本お届けします。2024 年度は
専門家による寄稿文を１本、個人の
キャリアデザインに関する体験談を
１本お届けする予定です。

HEALTH
健康に関する情報として、2024 年度は生活習慣
病など病気をテーマとした記事、食生活やトレー
ニング法を切り口とした記事の他、うつ病の人へ
の寄り添い方や睡眠に関する記事などを、専門家
にご執筆いただきます。

本誌におけるコーナー

ライフプラン
の構成

家庭経済 健康づくり

ECONOMY
家庭経済に関する記事を毎号３本掲載しますが、
2024 年度はそのうち２本を各号の特集記事に
連動したテーマでお届けします。その他「『投資
信託』商品選択のヒント」の連載や、TOPICS の
コーナーでも随時お届けします。

本誌におけるコーナー

FAMILY
子育てや夫婦関係、
介護など、家族にま
つわるテーマを毎
号１つずつ取り上
げ、ご執筆いただき
ます。

本誌におけるコーナー

生きがい

生活基盤

相互に関連相互に関連

PRIVATE LIFE
自分時間の過ごし方
に関する記事として、
主に定年後の方にご
登場いただく「私の
ネクストステージ」を
お届けしています。

本誌におけるコーナー

SOCIAL LIFE
社会との関わりに関する
記事として、ボランティア活
動や地域社会活動について、
専門家による寄稿文や実際
に活動されている方の体験
談を掲載します。

本誌におけるコーナー

仕　事

職業生活

家　族

家庭生活

個　人

個人生活

社　会

社会生活

相互に相互に関連関連

ご意見をお待ちしております。 ご意見、ご質問、ご感想などをお寄せください。皆様の声を、積極的に活かして
いきたいと考えております。 E-mail：alps2@lifeplan.or.jp

本書からの無断複写・転載を禁じます。
本誌は再生紙を使用しています。

協会への交通案内

●東京メトロ千代田線・日比谷線／霞ヶ関駅C4番出口より直結
●東京メトロ丸の内線／霞ヶ関駅B2番出口より徒歩3分
●東京メトロ銀座線／虎ノ門駅9番出口より徒歩3分
●都営地下鉄三田線／内幸町駅A7番出口より徒歩3分
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が
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人生のヒント
Vol.36

『ぼっちな食卓 
限界家族と「個」の風景』
岩村 暢子 著 

  [中央公論新社、2023年9月、
　1,870円]

編集
後記

　家族が全員そろったところで、「いただきます！」と言って
食事を始める。食事をしながら、子どもは学校での出来事を親
に話す。子どもは行儀作法を注意されることもあるが、食卓は
おおむね賑やかだ。昭和の時代であれば、ごく普通に思われた
そんな光景も今では当たり前でなくなっているという。
　本書は、1998年～2009年に初回調査を実施した同一家庭
の10年後と20年後を追跡した結果をベースに書かれている。
アンケート調査や面接での詳細な聞き取りに加え、１週間の
食卓日記とその写真の提出も行われている。そこから見えてき
たのは、「孤食」をする人々の姿だった。家族と暮らしているに
もかかわらずである。乳幼児の食事は手がかかるものだが、そ
れを煩わしいと感じる親。自分が食べたいものを食べたいから
と、晩ごはんを外食かコンビニに頼る夫。そんな家庭が決して
特別ではなさそうだというところに、少なからず衝撃を受けた。
そのような家族バラバラの傾向は、食卓以外にも現われる。親
は子どもと衝突したくないと、コミュニケーションを避けるよ
うになる。家族との時間より「私一人の時間」を大事にする。
そんな現代の家族の姿はとても興味深いし、自分自身も全く
同じであることに気づかされた。「家族って、一体何だろう？」。
そんなことを改めて考えさせられる１冊である。

 （執筆：ライター　更田 沙良）


